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１ 下水道事業会計とは

税金

下水道使用料

独立採算
雨水公費・汚水私費

雨水 公費＝税金
汚水 私費＝下水道使用料

公営企業

公費

私費



雨水公費・汚水私費の原則

【ウッス】

【オッス】

私費
（下水道使用料）

公費（税金）

汚水処理に係る費用は使用者が負担します雨水処理に係る費用は公費（税金）で賄われます

雨水（公費負担） 汚水（私費負担）

「経費回収率」 100％を上回る（賄えている）

【ドクターパイプ】

１ 下水道事業会計とは



国庫補助金等（もらうお金） 企業債（借金）

２ 下水道事業の財政構造

投資



一括払いの場合 企業債を利用する場合

下水道施設の建設改良には多額のお金がかかる

長期に渡って市民の皆さまに使用いただく施設

将来の使用者にも公平に費用負担

どうして借金するの？２ 下水道事業の財政構造

どの世代の使用者も公平に負担



下水道事業の運営に伴って発生する維持管理費や減価償却費、
企業債の支払利息は、下水道使用料と一般会計繰入金（税金）で
賄います。

２ 下水道事業の財政構造



２ 下水道事業の財政構造 減価償却費ってなに？

減価償却費
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３ 下水道事業会計の現状

下水道管や下水処理施設の老朽化が
進んでいるため、改築費用が増加傾向
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企業債は建設改良費の財源となるため、
建設改良費に合わせて増加傾向

３ 下水道事業会計の現状
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下水道管や下水処理施設の老朽化が進んでいる
ため、委託や修繕などの費用が増加傾向

３ 下水道事業会計の現状
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直近10年ではほぼ横ばいだが、
現行の料金体系開始時からは減少傾向

下水道使用料改定（R8.10～）により増加見込み

３ 下水道事業会計の現状

…

現行の料金体系開始



４ 下水道事業会計の今後


